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近
年
、
ラ
オ
ス
と
中
国
の
関
係
が
急
速
に
深
ま
っ
て
い
る
。
中
国
か
ら
多
額
の
援
助
や
投
資
が
ラ
オ
ス
に
流
入
す
る
と
と
も
に
、
指
導
層
の
人
事
交
流
も
活
発
と
な
り
、「
特
別
な
関
係
」

に
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
を
凌
ぐ
ほ
ど
で
あ
る
。
対
中
関
係
の
深
化
は
、
ラ
オ
ス
に
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
一
方
で
、
い
く
つ
か
の
深
刻
な
問
題
も
生
み
出
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
両

国
関
係
の
歴
史
的
変
遷
と
と
も
に
現
状
を
考
察
し
、
対
中
関
係
の
深
化
が
ラ
オ
ス
に
ど
の
よ
う
な
利
点
と
問
題
点
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
を
検
討
す
る
。

●
両
国
関
係
の
歴
史
的
変
遷

　

現
在
の
両
国
関
係
は
、
中
国
が
パ
テ
ー
ト
・
ラ
ー
オ
（
現
在
の
ラ
オ
ス
人
民

革
命
党
を
中
核
と
す
る
革
命
勢
力
を
指
す
）
の
解
放
闘
争
を
支
援
す
る

一
九
五
〇
年
代
後
半
に
端
を
発
す
る
。
中
国
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
と
と

も
に
、安
全
保
障
の
観
点
か
ら
パ
テ
ー
ト・ラ
ー
オ
を
支
援
し
た
。
中
国
に
と
っ

て
、
国
境
を
接
す
る
ラ
オ
ス
が
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
な
く
、
ソ
連
の
支
配
下
に
置

か
れ
る
こ
と
も
脅
威
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
シ
ナ
問
題
解
決
の
た
め

に
開
催
さ
れ
た
一
九
五
四
年
と
一
九
六
一
年
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
会
議
に
お
い
て
、

中
国
は
、
ラ
オ
ス
中
立
化
の
た
め
に
北
ベ
ト
ナ
ム
や
パ
テ
ー
ト
・
ラ
ー
オ
に
対

し
て
妥
協
を
迫
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
④
、p.2��

）。

　

一
方
パ
テ
ー
ト
・
ラ
ー
オ
に
と
っ
て
、
解
放
闘
争
を
遂
行
し
て
い
く
上
で
、

ソ
連
、
中
国
の
両
社
会
主
義
大
国
か
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
、
か
つ
、
軍
事
、

経
済
的
支
援
は
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
一
九
五
九
年
、
カ
イ
ソ
ー
ン
・
ラ
オ

ス
人
民
党
書
記
長
は
（
役
職
は
当
時
、
以
下
同
じ
。
一
九
七
二
年
に
人
民
革
命

党
に
改
称
）、
支
援
要
請
の
た
め
中
国
を
訪
問
し
た
。
一
九
六
五
年
に
は
五
〇

日
間
と
い
う
長
期
に
わ
た
り
中
国
に
滞
在
し
、
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
る

（
参
考
文
献
⑧
、p.2

）。

　

一
九
七
五
年
の
ラ
オ
ス
人
民
民
主
共
和
国
設
立
後
、
ラ
オ
ス
は
戦
後
復
興
の

た
め
の
支
援
を
ソ
連
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
要
請
し
た
。
当

時
、
す
で
に
社
会
主
義
大
国
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
深
刻
化
し
て
い
た
が
、

ラ
オ
ス
に
と
っ
て
は
戦
後
復
興
が
最
大
の
課
題
で
あ
り
、
三
カ
国
に
対
し
て
平

等
に
支
援
を
要
請
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
七
六
年
三
月
、
カ
イ
ソ
ー
ン
は
、
解
放
闘
争
へ
の
支
援
に
対
し
て
謝
意

を
伝
え
る
た
め
中
国
を
訪
問
し
た
。
当
然
、
今
後
の
支
援
も
視
野
に
入
れ
て
の

訪
問
で
あ
る
。
当
時
、
中
国
は
、
ラ
オ
ス
北
部
で
道
路
建
設
等
の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
最
も
多
い
時
期
で
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
中
国
人
兵
士
や
労
働
者
が
ラ

オ
ス
国
内
で
活
動
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
③
、p. 25�

）。

中
国
の
支
援
が
国
境
を
接
す
る
北
部
に
集
中
し
て
い
た
の
は
、
当
然
、
安
全
保

障
が
理
由
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
七
年
、
中
国
が
ラ
オ
ス
か
ら
の
追
加
支
援
要
請
を
断
る
と
、

両
国
関
係
は
徐
々
に
悪
化
す
る
。
中
国
は
、
ラ
オ
ス
が
ソ
連
と
関
係
を
深
め
つ

つ
あ
る
こ
と
に
対
し
懸
念
を
示
す
目
的
で
、
支
援
を
断
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
、

ラ
オ
ス
と
の
関
係
を
完
全
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
は
、
中
国
南
部
に
ソ
連
の
影
響

力
を
拡
大
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
一
九
七
八
年
一
月
、
中
国
は
全
面

的
な
関
係
悪
化
を
回
避
す
る
た
め
、
新
た
な
道
路
建
設
や
軽
工
業
建
設
支
援
を
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ラ
オ
ス
に
提
案
す
る
。
し
か
し
、
中
国
に
追
加
支
援
要
請
を
断
ら
れ
、
す
で
に

ソ
連
と
の
関
係
を
一
層
深
め
て
い
た
ラ
オ
ス
は
、
中
国
の
提
案
を
拒
否
す
る
。

そ
し
て
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ポ
ル
ポ
ト
問
題
を
機
に
中
越
関
係
が
悪
化
す
る
と
、

ラ
オ
ス
は
中
国
へ
の
批
判
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
④
、

pp.2��-2��

）。

　

一
九
七
八
年
七
月
、
カ
イ
ソ
ー
ン
は
中
国
を
「
国
際
反
動
主
義
者
」
と
公
に

非
難
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
中
国
は
、
ラ
オ
ス
が
ベ
ト
ナ
ム
の
圧
力
下
に
中
国

批
判
を
行
っ
て
い
る
と
し
、
ラ
オ
ス
に
一
定
の
理
解
を
示
し
た
（
参
考
文
献
④
、

p.2��
）。
つ
ま
り
、
中
国
は
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
一
貫
し
て
ラ
オ
ス
と
一

定
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

ラ
オ
ス
の
党
政
治
局
内
に
も
中
国
と
の
関
係
改
善
を
望
む
声
が
あ
っ
た
。
し

か
し
、
一
九
七
九
年
三
月
、
中
国
軍
が
ラ
オ
ス
国
境
沿
い
に
軍
隊
を
集
中
さ
せ

て
い
る
と
の
ソ
連
、
ベ
ト
ナ
ム
の
報
道
を
受
け
て
、
政
治
局
は
中
国
批
判
の
声

明
を
出
す
。
そ
し
て
、
ラ
オ
ス
は
中
国
に
対
し
、
道
路
建
設
の
中
断
と
中
国
人

技
術
者
の
撤
退
、
大
使
館
職
員
数
の
削
減
を
要
求
し
た
（
参
考
文
献
④
、

pp.�00-�0�

）。
ま
た
、
ラ
オ
ス
の
党
内
で
は
「
中
国
派
」
の
粛
清
が
行
わ
れ
、

教
育
省
や
保
健
省
幹
部
が
中
国
に
亡
命
す
る
事
件
も
起
き
た
。

　

一
方
中
国
も
、
一
九
八
〇
年
に
起
き
た
ラ
オ
ス
＝
タ
イ
国
境
問
題
の
際
、
タ

イ
へ
の
支
持
を
表
明
す
る
な
ど
態
度
を
変
化
さ
せ
た
。
こ
の
時
ま
で
に
、
両
国

関
係
は
修
復
が
難
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
両
国
関
係

は
、
社
会
主
義
大
国
間
の
関
係
が
正
常
化
す
る
一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
改
善

さ
れ
な
い
。

　

ソ
連
は
、
一
九
八
〇
年
代
前
半
か
ら
対
中
関
係
を
改
善
す
る
姿
勢
を
示
し
て

い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ソ
連
の
対
中
政
策
を
受
け
入
れ
る
の
は
一
九
八
五
年
前

後
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
九
八
六
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
イ
ン
ド
シ
ナ

外
相
会
議
で
は
、
中
国
に
関
係
改
善
を
呼
び
掛
け
た
。
同
年
一
二
月
、
お
よ
び
、

一
九
八
七
年
一
一
月
に
は
、
ラ
オ
ス
・
中
国
外
務
次
官
級
会
議
が
開
催
さ
れ
た

（
参
考
文
献
②
、pp.���-��2

）。
そ
し
て
、
中
ソ
関
係
が
正
常
化
し
、
中
越
関

係
も
改
善
の
兆
し
を
み
せ
る
と
、
ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
も
一
気
に
改
善
す
る
。

　

一
九
八
九
年
五
月
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
ソ
ビ
エ
ト
共
産
党
書
記
長
が
中
国
を

訪
問
し
、
中
ソ
関
係
が
正
常
化
し
た
。
中
越
も
九
年
ぶ
り
に
外
務
次
官
級
協
議

を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
同
年
一
〇
月
、
カ
イ
ソ
ー
ン
書
記
長
が
中
国
を

訪
問
し
、
文
化
協
力
協
定
、
領
事
協
定
、
ビ
ザ
免
除
協
定
、
国
境
問
題
処
理
に

関
す
る
仮
協
定
を
結
ん
だ
。
翌
年
一
二
月
に
は
、
李
鵬
首
相
が
ラ
オ
ス
を
訪
問

し
て
い
る
。

　

ラ
オ
ス
に
と
っ
て
、
対
中
関
係
の
改
善
に
は
二
つ
の
大
き
な
意
味
合
い
が

あ
っ
た
。
第
一
は
、
社
会
主
義
国
間
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
結
束
で
あ
る
。

一
九
八
九
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
非
共
産
党
政
権
が
誕
生
し
、

一
九
九
一
年
に
は
ソ
連
も
崩
壊
す
る
。
こ
の
ソ
連
・
東
欧
の
「
社
会
主
義
の
危

機
」
は
、
ラ
オ
ス
に
も
党
と
国
家
の
関
係
見
直
し
を
迫
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ

ま
り
、
一
党
支
配
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
政
治
と
経
済
を
改
革
し
、
い
か
に
国

民
の
信
頼
を
獲
得
す
る
か
が
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
同
様
の
課

題
に
直
面
し
て
い
た
中
国
と
の
関
係
構
築
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
紐
帯
と
い
う

面
で
大
き
な
意
味
を
持
つ
。

　

第
二
は
、
ソ
連
に
代
わ
る
新
た
な
援
助
の
獲
得
で
あ
る
。
ソ
連
の
対
ラ
オ
ス

援
助
は
、
一
九
七
五
年
か
ら
一
九
九
一
年
ま
で
に
約
束
額
で
一
四
億
五
〇
〇
〇
万

ド
ル
と
（
実
施
額
は
約
七
億
六
〇
〇
〇
万
ド
ル
）、
援
助
全
体
の
約
五
〇
％
以

上
を
占
め
て
い
た
（
参
考
文
献
②
、pp.2��-2�2

）。
し
か
し
、
民
主
化
を
機

に
援
助
は
減
少
し
、
ソ
連
の
援
助
比
率
は
一
九
八
六
年
の
五
七
％
か
ら

一
九
九
一
年
に
は
三
％
、
一
九
九
二
年
に
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
と
な
っ
た
（
参
考
文
献

②
、p.2��

）。
ソ
連
の
穴
を
埋
め
た
の
が
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
等
の
国
際
機
関
、
日
本
や

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
と
も
に
、そ
れ
ま
で
の
「
敵
」
で
あ
る
中
国
で
あ
っ
た
（
参

考
文
献
⑨
、p.200

）。

　

一
方
、
中
国
に
と
っ
て
も
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
安
全
保
障
に
加
え
、
ラ
オ
ス

と
の
関
係
構
築
に
は
新
た
な
戦
略
的
重
要
性
が
加
わ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
と
の
関
係
構
築
で
あ
る
。
中
国
に
と
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
市
場
が
重
要

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
特
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ラ
オ
ス
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
、
ベ
ト
ナ
ム
（
以
下
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
）
と
の
関
係
構
築
は
、
中
国
南
西
部
の

開
発
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
ま
た
、
イ
ン
ド
洋
へ
の
ル
ー
ト
確
保
、

メ
コ
ン
川
流
域
開
発
、
国
境
沿
い
の
治
安
維
持
等
に
お
い
て
も
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
四

カ
国
と
の
協
調
は
欠
か
せ
な
い
（
参
考
文
献
⑥
）。
人
口
六
〇
〇
万
に
も
満
た

な
い
ラ
オ
ス
は
市
場
と
し
て
の
価
値
は
低
い
が
、
豊
富
に
存
在
す
る
鉱
物
資
源
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は
長
い
間
中
国
に
と
っ
て
魅
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
東
南
ア
ジ
ア
大
陸
部
の
中

心
に
位
置
す
る
ラ
オ
ス
と
の
関
係
構
築
は
、
大
陸
部
諸
国
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

形
成
、
そ
し
て
、
そ
の
先
の
島
嶼
部
へ
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
価
値
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
中
国
に
と
っ
て
の
対
ラ
オ
ス
関
係
は
、
Ｃ
Ｌ
Ｍ
Ｖ
四
カ
国
と
の
関
係
構

築
、
さ
ら
に
は
、
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
、
ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
を
振
り
返
る
と
、
両
国
関
係
は
常
に
、
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
、
経
済
支
援
、
安
全
保
障
の
三
つ
を
基
軸
に
展
開
し
て
き
た
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
要
素
は
、
国
際
環
境
の
変
化
に
伴
っ
て
そ
の
重

要
性
を
変
化
さ
せ
て
き
た
の
で
あ
る
。
現
在
で
も
、
三
つ
の
要
素
は
そ
の
重
要

性
を
失
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
冷
戦
の
終
焉
に
よ
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
両

国
関
係
の
基
軸
と
し
て
重
要
性
を
失
う
こ
と
な
く
、「
社
会
主
義
の
危
機
」
に

よ
り
新
た
な
重
要
性
を
持
ち
始
め
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
そ
し
て
、
現
在
は
、

市
場
の
確
保
や
経
済
的
利
益
追
求
と
い
う
新
た
な
要
素
が
加
わ
っ
た
。
で
は
、

現
在
の
両
国
関
係
は
ど
の
よ
う
な
発
展
を
遂
げ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

●
急
激
に
発
展
す
る
両
国
関
係

　

一
九
九
七
年
六
月
、両
国
関
係
を
促
進
す
る
た
め
の
窓
口
と
し
て
、ラ
オ
ス・

中
国
経
済
・
貿
易
・
技
術
協
力
委
員
会
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
両
国
関

係
は
経
済
を
中
心
に
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
〇
年
の
両
国
首
脳
に
よ
る

相
互
訪
問
を
機
に
、
両
国
関
係
は
全
分
野
に
お
い
て
急
速
に
深
ま
っ
て
い
く
。

　

二
〇
〇
〇
年
七
月
、
カ
ム
タ
イ
国
家
主
席
が
中
国
を
訪
問
し
、
一
一
月
に
は
、

江
沢
民
国
家
主
席
が
中
国
国
家
主
席
と
し
て
初
め
て
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
。

一
一
月
の
訪
問
で
は
、
両
国
関
係
の
一
層
の
進
展
で
合
意
し
、
経
済
協
力
と
と

も
に
安
全
保
障
や
軍
事
面
に
お
け
る
交
流
促
進
で
も
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、

中
国
は
ラ
オ
ス
に
対
し
、「
で
き
る
範
囲
内
で
最
大
限
の
援
助
を
行
う
」
こ
と

を
約
束
し
た
。

　

表
１
は
、
協
力
委
員
会
設
立
以
降
の
両
国
の
貿
易
額
を
示
し
て
い
る
。

一
九
九
八
年
度
（
ラ
オ
ス
の
財
政
年
度
は
一
〇
月
～
九
月
）
は
、
ラ
オ
ス
が
ア

ジ
ア
経
済
危
機
の
影
響
を
最
も
受
け
た
年
で
あ
り
、
輸
入
額
が
減
少
し
た
た
め
、

貿
易
総
額
も
前
年
比
で
若
干
減
少
し
た
。
し
か
し
、
一
九
九
八
年
度
を
除
き
、

一
九
九
七
年
度
以
降
両
国
の
貿
易
額
は
年
々
増
加
し
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
約

二
億
二
〇
〇
〇
万
ド
ル
に
達
し
た
。
ラ
オ
ス
の
大
幅
な
貿
易
赤
字
と
い
う
問
題

は
あ
る
も
の
の
、
貿
易
関
係
が
急
速
に
発
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

投
資
関
係
も
順
調
に
推
移
し
て
い
る
。
中
国
企
業
の
投
資
は
、
一
九
九
〇
年

か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
一
二
部
門
に
二
三
六
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

八
億
七
六
六
四
万
七
一
三
四
ド
ル
に
の
ぼ
る
（
表
２
参
照
）。
ラ
オ
ス
計
画
・

投
資
省
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
度
に
は
二
二
カ
国
か
ら
一
九
一
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、
総
額
九
億
七
一
四
〇
万
ド
ル
の
投
資
が
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
中
国
企
業
一
〇
〇
％
出
資
に
よ
る
投
資
は
四
億
九
六
〇
〇
万
ド
ル
と
最
も

多
い
（『
パ
サ
ー
ソ
ン
経
済
・
社
会
』
紙
、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
日
付
）。
ま
た
、

経
済
成
長
を
牽
引
す
る
鉱
業
部
門
へ
の
投
資
は
、
二
〇
〇
六
年
八
月
時
点
で
、

同
部
門
の
全
事
業
数
一
四
〇
の
う
ち
、
四
六
事
業
を
中
国
企
業
が
実
施
し
て
い

る
（Vientiane Tim

es, 

二
〇
〇
六
年
八
月
二
四
日
付
）。

　

二
〇
〇
〇
年
以
降
は
、
中
国
の
対
ラ
オ
ス
援
助
も
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
、
中
国
は
ラ
オ
ス
に
対
し
、
無
償
、
有
償
、
特
別
融
資
合
わ
せ
て
約
三
五
億

表１　ラオスの対中国貿易（1997年度～2006年度）
� （単位：1万ドル）

年　度 総　額 対中輸入額 対中輸出額
1997 2,875 2,293 582
1998 2,573 1,783 790
1999 3,172 2,216 956
2000 4,084 3,442 642
2001 6,187 5,441 746
2002 6,395 5,430 965
2003 10,944 9,824 1,120
2004 11,354 10,088 1,266
2005 12,892 10,338 2,554
2006 21,836 16,871 4,965

（出所）参考文献⑦、p.113。
（注）ラオスの財政年度は10月～９月。

表２　中国企業による対ラオス直接投資（1990～2006年）
� （単位：ドル）

分　　　野 件　数 額
1 エ ネ ル ギ ー 6 333,102,200
2 工 業・ 手 工 業 62 209,547,986
3 サ ー ビ ス 26 120,350,376
4 鉱 業 37 106,247,900
5 農 業 31 39,883,720
6 木 材 加 工 業 9 21,369,600
7 縫 製 15 15,129,000
8 貿 易 18 13,232,338
9 建 設 11 9,470,300
10 ホテル・レストラン 15 6,963,714
11 電 信 2 800,000
12 コ ン サ ル タ ン ト 4 550,000

合　　　計 236 876,647,134
（出所）参考文献⑧、pp.26-27。
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元
の
援
助
を
行
っ
て
い
る
（
表
３
参
照
）。

無
償
は
国
立
文
化
ホ
ー
ル
、
ル
ア
ン
パ
バ
ー

ン
ラ
オ
ス
・
中
国
友
好
病
院
、
パ
ト
ゥ
ー
サ

イ
公
園
建
設
、
第
一
〇
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳

会
議
へ
の
機
器
提
供
等
、
有
償
は
ウ
ド
ム
サ

イ
県
の
ナ
ム
コ
ー
水
力
発
電
所
、
Ｒ
３
道
路

建
設
等
、
特
別
融
資
は
電
信
事
業
、
ヴ
ァ
ン

ヴ
ィ
エ
ン
第
二
セ
メ
ン
ト
工
場
建
設
、
Ｍ
�0

型
航
空
機
購
入
、
行
政
の
電
子
化
等
に
行
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
両
国
の
経
済
関

係
は
急
速
に
深
ま
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
経
済
関
係
の
進
展
に
伴
っ
て
、
政

治
、
軍
事
分
野
に
お
い
て
も
関
係
が
徐
々
に

深
ま
り
つ
つ
あ
る
。
一
九
九
八
～
九
九
年
、

中
国
は
カ
イ
ソ
ー
ン
・
ポ
ム
ヴ
ィ
ハ
ー
ン
国

防
学
院
に
機
材
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
中

国
人
講
師
を
派
遣
し
中
国
語
や
戦
術
に
関
す

る
講
義
を
行
っ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
二
年
二

月
、
遅
浩
田
・
中
国
国
防
相
が
ラ
オ
ス
を
訪

問
し
、
両
国
軍
の
結
束
、
友
好
、
協
力
関
係

の
強
化
で
合
意
し
た
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、

ド
ゥ
ア
ン
チ
ャ
イ
国
防
相
が
二
度
中
国
を
訪

問
し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
中
国
が
ラ
オ
ス
の
党
・

政
府
幹
部
に
対
す
る
研
修
を
拡
大
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
、
中
国
は
ラ
オ

ス
の
郡
レ
ベ
ル
の
党
執
行
委
員
会
書
記

一
〇
〇
人
、
地
方
の
部
門
（
農
業
や
保
健
な

ど
の
各
部
門
を
指
す
）
指
導
者
六
〇
人
に
対

す
る
研
修
を
行
っ
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、

中
央
級
指
導
者
一
〇
〇
人
、
規
律
検
査
担
当

三
〇
人
を
受
け
入
れ
、
政
治
思
想
・
実
践
研
修
を
実
施
し
た
（
参
考
文
献
⑧
、

p.2�

）。

　

こ
れ
ま
で
、
ラ
オ
ス
の
党
・
政
府
幹
部
の
政
治
研
修
は
、
主
に
ベ
ト
ナ
ム
で

実
施
さ
れ
て
き
た
。
人
民
革
命
党
は
そ
の
設
立
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
思
想
的
紐
帯
が
深
い
。
そ
の
た
め
、
幹
部
研

修
＝
ベ
ト
ナ
ム
と
考
え
ら
れ
、
現
在
で
も
重
要
な
研
修
は
ベ
ト
ナ
ム
で
実
施
さ

れ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
は
及
ば
な
い
も
の
の
、
こ
の
分
野
に
中
国
の
支
援
が

拡
大
し
て
い
る
こ
と
は
、
ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
の
進
展
の
度
合
い
を
端
的
に
示

し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
両
国
関
係
の
進
展
を
受
け
て
、
二
〇
〇
四
年
二
月
に
ラ
オ
ス

を
訪
問
し
た
呉
儀
・
中
国
副
総
理
は
、「
中
国
・
ラ
オ
ス
関
係
は
歴
史
上
現
在

が
最
も
良
好
に
発
展
し
て
い
る
」と
述
べ
て
い
る
。
二
〇
〇
六
年
六
月
、チ
ュ
ー

ム
マ
リ
ー
国
家
主
席
が
中
国
を
訪
問
し
、
同
年
一
一
月
に
は
胡
錦
濤
中
国
国
家

主
席
が
ラ
オ
ス
を
訪
問
し
た
。
人
事
交
流
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
続
い
て
お
り
、

ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
は
も
は
や
「
特
別
な
関
係
」
に
あ
る
ラ
オ
ス
・
ベ
ト
ナ
ム

関
係
を
凌
ぐ
勢
い
で
あ
る
。

●
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
の
意
義

　

以
上
の
よ
う
に
、
ラ
オ
ス
・
中
国
関
係
は
急
速
に
発
展
し
て
い
る
。
で
は
、

現
在
の
対
中
関
係
の
深
化
は
、
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。
主
に
三
点
を
指
摘
で
き
る
。

　

第
一
は
、
中
国
が
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
支
柱
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
東
欧
や
ソ
連
の
民
主
化
は
、
政
治
改
革
と
い

う
難
題
を
も
た
ら
し
た
が
、
一
党
支
配
体
制
の
維
持
と
い
う
同
様
の
問
題
を
抱

え
て
い
た
両
国
の
関
係
を
改
善
す
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
党

支
配
体
制
を
維
持
し
つ
つ
、
市
場
経
済
化
を
推
進
し
経
済
成
長
を
遂
げ
、
か
つ
、

漸
進
的
に
政
治
制
度
改
革
を
実
施
す
る
中
国
は
、
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
一
つ
の
モ

デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
党
大
会
で
は
、
社
会
主
義
は
危
機
を
経

験
し
た
が
、「
中
国
や
ベ
ト
ナ
ム
、
そ
の
他
の
社
会
主
義
国
の
改
革
政
策
、
開

放
と
経
済
改
革
の
偉
大
で
素
晴
ら
し
い
達
成
を
目
の
当
た
り
に
し
…
平
等
、
正

表３　中国による対ラオス援助�1� （単位：元）

年 総　　額 無　　償 無利子借款 低利子借款 ラオス政府
保証借款

民間企業への貸付
による投資的借款

1959�-�1979 965,600,000 866,600,000 �99,000,0002 ー ー
1989�-�2000 600,540,000 115,740,000 110,000,0003 200,000,000 ー
2000.11.12�-�2006.12.31 1,196,900,000 397,900,000 299,000,000 500,000,000 291,600,736 52,140,000
2006.1.1�-�2006.12.31 760,500,000 100,500,000 100,000,000 560,000,000 ー

合　　　　計 3,523,540,000 1,480,740,000 608,000,000 1,260,000,000 291,600,736 52,140,000
（出所）参考文献⑧、pp.�28-29。
（注）１）年月、額、項目は原文のまま記載している。２）2003年６月12日に債務放棄で合意。３）2006年11月19日に債務放棄で合意。
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義
、
社
会
発
展
と
い
う
社
会
主
義
の
概
念
が
達
成
可
能
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

た
」
と
主
張
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑤
、p.8

）。
つ
ま
り
、
中
国
の
経
済
発
展

は
、
ラ
オ
ス
人
民
革
命
党
に
と
っ
て
、
自
身
の
支
配
を
正
当
化
す
る
拠
り
所
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
経
済
支
援
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
ソ
連
か
ら
の
援
助
削
減

は
、
中
国
か
ら
の
支
援
に
よ
っ
て
穴
埋
め
さ
れ
た
。
中
国
の
援
助
を
見
て
み
る

と
、
文
化
ホ
ー
ル
、
道
路
、
病
院
建
設
、
航
空
機
購
入
等
、
ラ
オ
ス
は
必
要
と

し
て
い
る
が
、
他
の
ド
ナ
ー
が
援
助
を
好
ま
な
い
分
野
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
中
国
か
ら
の
援
助
は
「
民
主
化
」
等
の
条
件
を
付
し
て
い
な
い
た
め
、

受
け
入
れ
側
の
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
は
最
も
好
ま
し
い
形
態
の
援
助
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
、
国
内
産
業
が
育
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経
済
発
展
を
当
面
は

外
資
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
中
、
中
国
企
業
に
よ
る
直
接
投
資
も
ラ

オ
ス
の
経
済
発
展
に
欠
か
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

第
三
は
、
タ
イ
経
済
へ
の
依
存
軽
減
で
あ
る
。
ラ
オ
ス
の
対
タ
イ
輸
出
は
、

二
〇
〇
六
年
に
は
全
体
の
約
四
〇
％
、
輸
入
は
全
体
の
約
七
〇
％
近
く
を
占
め

て
お
り
、
タ
イ
へ
の
過
度
の
依
存
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ラ
オ
ス
の
貿

易
が
タ
イ
国
内
の
経
済
状
況
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
例

え
ば
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
経
済
危
機
に
よ
り
タ
イ
の
国
内
需
要
が
低
下
す

る
と
、
対
タ
イ
輸
出
が
前
年
比
二
八
％
下
落
し
、
輸
出
総
額
も
減
少
し
た
。
タ

イ
か
ら
の
投
資
が
約
四
〇
％
を
占
め
る
外
国
直
接
投
資
も
、
タ
イ
か
ら
の
資
金

流
入
が
低
下
し
た
こ
と
で
、
一
九
九
七
年
の
投
資
額
は
前
年
比
八
八
％
減
と

な
っ
た
（
参
考
文
献
①
、pp.2��-2�7

）。
対
中
輸
出
は
二
〇
〇
六
年
に
全
体

の
約
四
％
、
輸
入
は
約
一
〇
％
と
、
全
体
に
占
め
る
割
合
は
未
だ
に
少
な
い
と

は
い
え
、
中
国
と
の
経
済
関
係
の
深
化
は
タ
イ
へ
の
過
度
の
依
存
を
軽
減
す
る

こ
と
に
な
る
。

　

以
上
か
ら
、対
中
関
係
の
深
化
は
、政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
ラ
オ
ス
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
え
る
。
一
方
で
、
対
中
関
係
の
深

化
は
い
く
つ
か
の
深
刻
な
問
題
も
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
。
以
下
で
は
、「
ヴ
ィ

エ
ン
チ
ャ
ン
新
都
市
開
発
事
業
」
の
事
例
か
ら
、
対
中
関
係
の
問
題
点
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

●「
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
新
都
市
開
発
事
業
」

　

現
在
、
首
都
ヴ
ィ
エ
ン
チ
ャ
ン
で
は
、
第
二
五
回
東
南
ア
ジ
ア
競
技
会

（
二
〇
〇
九
年
開
催
）
の
た
め
の
総
合
競
技
場
建
設
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、

中
国
開
発
銀
行
の
融
資
に
よ
り
、
雲
南
建
工
集
団
総
公
司
が
建
設
を
請
負
う
事

業
で
あ
る
。ラ
オ
ス
側
は
土
地
を
提
供
す
る
の
み
で
あ
り
、金
銭
的
負
担
は
負
っ

て
い
な
い
。

　

当
初
、
ラ
オ
ス
政
府
は
中
国
以
外
の
国
に
競
技
場
建
設
支
援
を
要
請
し
て
い

た
。
し
か
し
、
ど
の
国
も
支
援
に
難
色
を
示
し
た
た
め
、
最
終
的
に
中
国
に
支

援
を
要
請
し
た
経
緯
が
あ
る
。
二
〇
〇
六
年
八
月
、
ブ
ア
ソ
ー
ン
首
相
が
中
国

開
発
銀
行
総
裁
と
会
談
し
た
際
、
競
技
場
建
設
に
関
す
る
話
し
合
い
が
行
わ
れ

た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
六
年
一
一
月
一
九
日
、
胡
錦
濤
国
家
主
席
の
ラ
オ
ス
訪

問
の
際
、
中
国
は
、
競
技
場
建
設
と
包
括
的
開
発
に
対
し
て
支
援
を
行
う
こ
と

で
合
意
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
包
括
的
開
発
が
「
新
都
市
開
発
事
業
」
で
あ
る
。

　

新
都
市
建
設
予
定
地
は
、
ラ
オ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
タ
ー
ト
ル
ア
ン
寺
院

裏
の
自
然
豊
か
な
湿
地
帯
（
タ
ー
ト
ル
ア
ン
湿
地
帯
）
で
あ
る
。
計
画
に
よ
る

と
新
都
市
は
、中
国
の
蘇
州
工
業
園
区
を
モ
デ
ル
に
、居
住
区
、商
業
区
、サ
ー

ビ
ス
区
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
合
意
に
伴
っ
て
、
ラ
オ
ス
政
府
は
約

一
六
四
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
一
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
新
都
市
開
発
、
六
四
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
貯
水
池
等
の
水
域
）
の
土
地
の
開
発
権
を
ラ
オ
ス
・
中
国
合
弁
企

業
（
中
国
側
は
蘇
州
工
業
園
区
開
発
有
限
公
司
や
雲
南
建
工
集
団
総
公
司
等
の

三
企
業
で
シ
ェ
ア
は
九
五
％
、ラ
オ
ス
側
は
国
営
土
地
開
発・管
理
会
社
で
シ
ェ

ア
五
％
）
に
付
与
し
た
。
運
営
期
間
は
五
〇
年
で
あ
り
（
七
五
年
ま
で
延
長
可

能
）、
契
約
終
了
後
は
全
て
ラ
オ
ス
政
府
に
引
き
渡
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

　

な
ぜ
、
競
技
場
建
設
と
新
都
市
開
発
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

上
述
の
よ
う
に
、
新
競
技
場
建
設
は
、
中
国
開
発
銀
行
が
建
設
を
請
負
う
中
国

企
業
に
融
資
を
行
い
、
ラ
オ
ス
政
府
は
土
地
を
提
供
す
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
企
業
の
融
資
返
済
を
補
償
す
る
た
め
に
、
ラ
オ
ス
政
府
が
同
企
業
に
対
し

新
都
市
の
開
発
権
を
与
え
、
企
業
は
新
都
市
の
運
営
・
管
理
か
ら
資
金
を
回
収

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
契
約
形
態
に
よ
り
、
ラ
オ
ス
政
府
は
土

地
収
用
や
補
償
に
か
か
る
費
用
を
除
き
、
競
技
場
建
設
や
新
都
市
開
発
に
お
い
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て
金
銭
的
負
担
を
一
切
負
わ
な
い
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
ラ
オ
ス
政
府
が
自

ら
競
技
場
を
建
設
す
る
資
金
を
持
た
な
い
た
め
に
考
え
出
さ
れ
た
苦
肉
の
策
と

い
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
新
都
市
開
発
事
業
か
ら
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を

看
取
で
き
る
。

　

第
一
は
、
必
要
性
の
低
い
開
発
の
実
施
と
そ
れ
に
伴
う
土
地
の
喪
失
で
あ
る
。

競
技
場
建
設
の
対
価
と
し
て
、
政
府
は
約
一
六
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土
地
を
提

供
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
在
ラ
オ
ス
政
府
は
、
資
金
不
足
を
解
消
す
る
た

め
、「
土
地
を
資
本
に
転
換
す
る
」
と
の
開
発
政
策
を
進
め
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ラ
オ
ス
は
豊
富
に
あ
る
土
地
を
提
供
し
、
外
資
に
開
発
を
担
っ
て
も
ら
う
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

　

資
金
不
足
を
解
消
す
る
た
め
に
、
豊
富
な
土
地
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
競
技
場
建
設
の
対
価
で
あ
る
新
都
市
開
発
事
業
は
、
必

ず
し
も
必
要
性
の
高
い
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
新
都
市

計
画
は
、
す
で
に
検
討
さ
れ
て
い
る
自
治
市
建
設
計
画
と
区
画
が
重
複
し
て
お

り
、
工
業
団
地
建
設
計
画
と
の
違
い
も
定
か
で
な
い
。
既
存
の
都
市
開
発
計
画

を
全
く
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
今
後
も
援
助
の
見
返
り
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
必
要
性
の
低
い
開
発
が
実
施
さ
れ
、
広
大
な
土
地
を
失
う
可
能
性
が
あ

る
。

　

第
二
は
、
中
国
優
位
の
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
上
述
の
よ

う
に
、
新
都
市
建
設
予
定
地
は
自
然
豊
か
な
湿
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
米

や
野
菜
の
耕
作
地
で
も
あ
り
、
水
資
源
も
豊
富
で
あ
る
。
ま
た
、
洪
水
を
防
ぐ

役
割
を
果
た
す
天
然
の
貯
水
池
で
も
あ
り
、
灌
漑
水
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い

る
。
い
わ
ば
多
く
の
都
民
に
と
っ
て
の
生
活
の
「
場
」
で
あ
る
。

　

当
初
、
ラ
オ
ス
政
府
は
、
都
民
感
情
と
生
態
系
破
壊
へ
の
懸
念
か
ら
、
タ
ー

ト
ル
ア
ン
湿
地
帯
へ
の
建
設
に
難
色
を
示
し
て
い
た
。
ラ
オ
ス
側
は
候
補
地
と

し
て
タ
ー
ト
ル
ア
ン
湿
地
帯
以
外
の
三
カ
所
を
提
案
し
た
が
、
中
国
側
は
タ
ー

ト
ル
ア
ン
湿
地
帯
へ
の
建
設
を
強
く
主
張
し
た
。
当
然
、
競
技
場
建
設
を
「
無

償
」
で
支
援
す
る
中
国
側
の
発
言
権
は
強
い
。
最
終
的
に
は
党
政
治
局
の
了
承

を
得
て
、
二
〇
〇
七
年
九
月
一
三
日
付
党
中
央
事
務
局
通
達
第
五
一
二
号
、

二
〇
日
付
政
府
官
房
通
達
第
一
五
〇
九
号
の
公
布
に
よ
り
、
タ
ー
ト
ル
ア
ン
湿

地
帯
を
建
設
地
と
す
る
こ
と
が
正
式
決
定
さ
れ
た
。
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
調
査

は
行
わ
れ
た
も
の
の
、
建
設
地
選
定
過
程
は
中
国
主
導
で
行
わ
れ
、
中
国
側
の

意
向
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
国
優
位
の
関
係
は
、
双
方
が
両
国
関
係
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
る
か
に
起
因
す
る
。
中
国
に
と
っ
て
の
対
ラ
オ
ス
関
係
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
全
体
と
の
関
係
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
一
部
で
あ
り
全
て
で
は
な

い
。
一
方
ラ
オ
ス
に
と
っ
て
、
対
中
関
係
は
相
対
化
で
き
な
い
絶
対
的
な
も
の

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
両
国
関
係
は
、
中
国
優
位
の
枠
組
み
と
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
が
消
え
、
安
全
保
障
上
の
脅
威
が
低
下
し

た
現
在
、
ラ
オ
ス
が
中
国
に
対
し
て
優
位
を
保
て
る
要
素
は
も
は
や
な
い
に
等

し
い
。

　

第
三
は
、
中
国
人
受
け
入
れ
問
題
で
あ
る
。
多
く
の
都
民
は
、
新
都
市
開
発

が
約
五
万
人
の
中
国
人
移
民
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
「
チ
ャ
イ
ナ
タ
ウ
ン
」
で

は
な
い
か
と
疑
問
を
抱
い
て
い
る
。
現
在
、
中
国
政
府
の
援
助
や
中
国
企
業
の

投
資
増
加
に
伴
っ
て
、
合
法
・
非
合
法
合
わ
せ
て
数
千
～
数
万
人
の
中
国
人
労

働
者
が
流
入
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
労
働
者
が
建
設
現
場
近
く
で
家

を
建
て
、
実
質
的
な
村
を
形
成
し
不
法
に
滞
在
す
る
ケ
ー
ス
も
見
受
け
ら
れ
る
。

政
府
は
、
新
都
市
建
設
は
中
国
人
移
民
受
入
れ
の
た
め
で
は
な
い
と
公
式
に
否

定
す
る
一
方
で
、
中
国
人
が
新
都
市
に
「
合
法
的
」
に
住
居
を
購
入
す
る
こ
と

は
拒
否
で
き
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
新
都
市
開
発
の
目
的
が
ど
う
あ
れ
、
今

後
も
援
助
や
投
資
と
と
も
に
中
国
人
労
働
者
の
流
入
が
続
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
。
二
〇
〇
八
年
七
月
の
第
六
期
第
五
回
国
会
で
も
、
不
法
外
国
人
労
働
者
や

外
国
人
の
増
加
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
数
万
人
単
位
で
中
国
人

が
流
入
す
れ
ば
、
国
民
の
反
発
を
招
く
こ
と
は
必
至
で
あ
る
。

　

第
四
は
、
土
地
収
用
と
環
境
問
題
で
あ
る
。
新
都
市
開
発
に
よ
る
土
地
収
用

に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
八
年
一
月
三
〇
日
、
首
相
同
意
第
〇
八
号
が
公
布
さ
れ

補
償
原
則
が
定
め
ら
れ
た
。
詳
細
は
省
く
が
、
補
償
方
法
は
土
地
使
用
権
の
有

無
や
証
書
の
保
持
に
よ
っ
て
、
四
つ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
相
応
の
補
償
は
行

う
と
し
て
い
る
が
、
必
要
性
の
低
い
開
発
の
た
め
に
土
地
を
失
う
人
々
が
多
数

発
生
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
生
態
系
へ
の
影
響
も
心
配
さ
れ
て
い

る
。
新
都
市
開
発
事
業
以
外
に
も
、
中
国
企
業
に
よ
る
鉱
物
資
源
採
掘
、
ゴ
ム

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ダ
ム
建
設
等
に
よ
る
土
地
問
題
、
環
境
問
題
が
指
摘
さ
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れ
て
い
る
。
無
作
為
に
援
助
と
投
資
を
受
け
入
れ
れ
ば
、
さ
ら
に
問
題
が
悪
化

す
る
恐
れ
も
あ
る
。

●
お
わ
り
に

　

ラ
オ
ス
に
と
っ
て
中
国
は
、
地
政
学
的
に
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
も
、
緊
密

な
関
係
を
築
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
社
会
主
義
大
国
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
額

の
援
助
と
投
資
を
行
う
中
国
は
、
ラ
オ
ス
の
開
発
に
と
っ
て
も
は
や
欠
か
せ
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
対
中
関
係
の
深
化
に
よ

り
、
ラ
オ
ス
は
多
く
の
政
治
的
、
経
済
的
恩
恵
を
受
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
対
中
関
係
の
深
化
は
ラ
オ
ス
に
プ
ラ
ス
の
効
果
を
も
た
ら
す
一
方

で
、
土
地
や
環
境
問
題
、
ま
た
、
中
国
人
受
け
入
れ
問
題
等
、
い
く
つ
か
の
深

刻
な
問
題
も
生
み
出
し
て
い
る
。
問
題
の
全
て
が
対
中
関
係
の
深
化
だ
け
に
起

因
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
中
国
の
援
助
と
投
資
の
全
て
に
問
題
が

あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
当
然
、
ラ
オ
ス
政
府
の
開
発
政
策
に
も
原
因
は
あ
る
。

た
だ
、
多
く
の
問
題
が
、
中
国
へ
の
依
存
を
強
め
る
こ
と
で
発
生
し
て
い
る
の

も
事
実
で
あ
る
。
今
後
も
、
新
都
市
開
発
事
業
の
よ
う
な
必
要
性
の
低
い
開
発

が
多
数
行
わ
れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
う
な
れ
ば
、
党
や
政
府
に
対

す
る
国
民
の
不
満
が
高
ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
対
ベ
ト
ナ
ム
関
係

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
も
一
層
難
し
く
な
ろ
う
。

　

現
在
の
関
係
が
、
は
じ
め
か
ら
中
国
優
位
で
構
築
さ
れ
た
た
め
、
ラ
オ
ス
が

中
国
と
同
等
の
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
た
だ
、
中

国
と
の
紐
帯
を
維
持
し
つ
つ
も
、
無
作
為
に
援
助
や
投
資
を
受
け
入
れ
る
の
で

は
な
く
、
自
国
と
国
民
に
と
っ
て
の
利
益
を
見
極
め
る
こ
と
は
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
中
国
だ
け
で
な
く
全
て
の
対
外
関
係
に
当
て
は
ま
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
な
対
中
国
関
係
を
構
築
す
る
か
を
含
め
、
外
交
と
開

発
を
ど
の
よ
う
に
結
び
つ
け
援
助
と
投
資
を
受
け
入
れ
て
い
く
か
、
指
導
部
は

再
度
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

（
や
ま
だ　

の
り
ひ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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